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見せた！いしべっ子の底力 忘れない 最高の仲間たち
～コロナ禍の中で、支えてくださった すべてのみなさんに心から感謝！ ～

コロナ禍の中での運動会。子どもたちや応援してくださる方々のいのちを最優先に考えながら、

石部小学校として何を大事にして実施するのか、悩み、考えぬきました。

出した答えは「全校の子どもたちがみんなでいっしょにやり遂げたと実感できる運動会」！

当日、初めて全校が運動場に集まり、仲間のすばらしい演技や競技の姿に拍手を送りました。

最後の高学年の演技では、テントで応援する低学年や中学年の子どもたちが息を飲んで見守る

姿があり、「あこがれの伝統」は今年も継承されたと実感しました。

この運動会を成功に導いてくれたのは、スタッフ６年生を中心に、今できることを精一杯や

りきった子どもたちの力。そして、ご支援ご協力いただいた保護者、地域の皆様のおかげです。

本当にありがとうございました。一生忘れることのない運動会となりました。

雨の中の前々日準備。ずぶ濡れになってテント設営のご協力くださったPTA役員のみなさん、

ありがとうございました。そして、運動会当日。全てのプログラム終了後には、PTA役員の方

や有志の方が、子どもたちの熱中症予防のために設営した２２張りのテントを撤収をしてくだ

さいました。次々にテントが片付けられていく光景は、まさに圧巻でした。

「この競技があったら石部小学校優勝間違いなし！」の保護者のみなさんのチームワークでした。

力強く選手宣誓！！ 中学年の「ソーラン」 大人気！鬼滅の刃に

いよいよ始まる みなぎる 力強さ のりのりだよ！！

背中の「一文字」に

思いをこめて・・・ 演技も笑顔もきらきら光る

低学年の演技

一糸乱れぬ高学年の演技に

会場は、息をのむ！

いしべっ子



５年生 「稲刈り」体験
９月２９日（火）に「ふれあい農業いしべ２１」のみなさんやＪＡのみなさんのご協力により、

５年生の子どもたちが、稲刈りを体験させていただきました。

今年度は、田植えの時期が臨時休業中だったので、実際の体験はでき

ませんでしたが、バケツに苗を植えてイネの生長を観察したり、田んぼ

に実際のイネの様子を見に行ったりしながら、社会科の授業と重ねて学

びを深めてきました。

田んぼに到着すると、そこでは育てていただいてきたイネが立派な稲

穂を実らせていました。子どもたちは、さっそくやり方を教えてもらい、鎌を使って、慎重に稲を

刈り、ばらばらにならないように束ねて、さらに足踏み脱穀機で脱穀もさせていただきました。

「もっと刈りたい」という声が多く挙がり、貴重な体験に大喜びの子どもたちでした。

校外学習での学び
新型コロナウイルスの感染防止に配慮するため、バス内の三密を避

けたり、見学地や活動場所での感染対策を講じたりしながら、実施し

ました。学校を離れての特別な一日に子どもたちの笑顔がはじけまし

た。無事に実施できたこと、ありがたく思っています。

４年生「やまのこ」学習１０／２ １年生 校外学習１０／９
森のなかにどっぷり。自然を満喫しました。 あいにくの雨。でもお出かけ、うれしいな。

「事故から自分で身を守ろう」 ～交通安全教室を行いました１０／7（水）～
石部交番、子ども安全リーダー、そしてＣＳ「校外生活支援委員会」のみなさまのご協力により、

１０月７日に「交通安全教室」を実施しました。１～３年は歩行、

６年生は自転車で、実際に校区内の歩道、道路を回りました。信号

のある交叉点や曲がり角等に、多くのボランティアのみなさんが

立ってくださり、子どもたちの様子を見守ってくださいました。

このような実地体験は、石部ならではの取組で、地域のご協力な

しにはできないことです。ありがとうございました。

なお、４・５年生は体育館でビデオを観て、交通安全への意識を

高めました。

今年度も「教育後援会」よりご支援をいただきました
このたび、石部学区教育後援会会長様より、石部学区の皆様のご厚志による財政的

支援金を頂戴いたしました。新型コロナウイルスの感染拡大という厳しい情勢の中で

も、「子どもたちや学校のために、公費でまかなえないものを購入してください。」と、

地域の皆様の温かいご支援をいただきました。厚くお礼申しあげます。

地域の皆様のご厚志を、子どもたちのため、また本校教育の運営のために、大事に

有効活用させていただきます。誠にありがとうございました。

みなくち子どもの森 近江富士花緑公園

１０月は 「ハロウィン」

お花のプレゼント届く

子どもたちもわくわく

のハロウィン仕様です。

「青い薔薇、初めて見た」

「これ、食べられる？」

いつも以上に花飾りの前

で会話が弾んでいました。


